
貸付金の返還に係る債務の免除に関する条例の一部を改正する条例をここに公布する。

平成24年10月19日

鳥取県知事 平 井 伸 治

鳥取県条例第66号

貸付金の返還に係る債務の免除に関する条例の一部を改正する条例

貸付金の返還に係る債務の免除に関する条例（昭和44年鳥取県条例第35号）の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すように改正する。

改 正 後 改 正 前

知事は、次の表の左欄に掲げる貸付金の貸付けを受 知事は、次の表の左欄に掲げる貸付金の貸付けを受

けた者（以下「借受者」という。）が同表の中欄に掲 けた者（以下「借受者」という。）が同表の中欄に掲

げる免除の条件に適合する場合は、それぞれ同表の右 げる免除の条件に適合する場合は、それぞれ同表の右

欄に掲げる免除の範囲内においてその返還に係る債務 欄に掲げる免除の範囲内においてその返還に係る債務

を免除することができる。 を免除することができる。

貸付金の種類 免除の条件 免除の 貸付金の種類 免除の条件 免除の

範囲 範囲

略 略

医 県内にお １ 留学における研修を終 略 医 県内にお １ 留学における研修を終 略

師 ける医療水 了した日から起算して３ 師 ける医療水 了した日から起算して３

海 準の向上及 月（災害、疾病その他や 海 準の向上及 月（災害、疾病その他や

外 び医師の確 むを得ない理由により知 外 び医師の確 むを得ない理由により知

留 保を図るた 事が必要と認めたとき 留 保を図るた 事が必要と認めたとき

学 め、海外に は、知事がその都度定め 学 め、海外に は、知事がその都度定め

資 留学して国 る期間）以内に知事が指 資 留学して国 る期間）以内に知事が指

金 内では修得 定する県内の病院におい 金 内では修得 定する県内の病院におい

貸 し、又は経 て常勤医師としての勤務 貸 し、又は経 て常勤医師としての勤務

付 験すること を開始し、当該病院にお 付 験すること を開始し、当該勤務を開

金 が難しい診 いて常勤医師としての業 金 が難しい診 始した日（以下この号に

療に係る知 務に医師海外留学資金貸 療に係る知 おいて「勤務開始日」と

識又は技術 付金の貸与を受けた期間 識又は技術 いう。）から起算して医

を修得する の２倍に相当する期間 を修得する 師海外留学資金貸付金の

研修を受け （その期間が１年に満た 研修を受け 貸与を受けた期間の２倍

る者で、留 ないときは１年とし、災 る者で、留 に相当する期間（災害、

学終了後、 害、疾病その他やむを得 学終了後、 疾病その他やむを得ない

知事が指定 ない理由により知事が必 知事が指定 理由により知事が必要と

する県内の 要と認めたときは知事が する県内の 認めたときは、知事がそ

病院におい その都度定める期間とす 病院におい の都度定める期間）以

て医師の業 る。）以上従事し、か て医師の業 上、当該病院において常

務 に 従 事 つ、当該勤務を開始した 務 に 従 事 勤医師としての業務に従

し、その成 日から起算して１年以内 し、その成 事し、かつ、勤務開始日

果を伝達し に留学における研修で得 果を伝達し から起算して１年以内に

ようとする た成果を伝達する講習会 ようとする 留学における研修で得た



ものに対し を県内において開催した ものに対し 成果を伝達する講習会を

て貸し付け とき。 て貸し付け 県内において開催したと

る資金 る資金 き。

略 略

略 略

略 略

備考 略 備考 略

附 則

（施行期日）

１ この条例は、公布の日から施行する。

（経過措置）

２ 改正後の貸付金の返還に係る債務の免除に関する条例の規定は、この条例の施行の日以後の債務の免除から

適用する。


